
～ 令和7年　10月　31日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和7年　10月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和7年　10月　31日

（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
余裕を持ったスケジュールで訪問し、訪問先の先生方と情報

共有が出来るよう取り組みたいと思います

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後、訪問先の担当者や関係機関とのカンファレンスを通じ

て、本人を取り巻く環境での情報共有と支援内容の統一、確

認が出来るよう進めていきます。

2

3

○事業所名 ビタミンクラブ

○保護者評価実施期間 令和7年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

令和7年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年　10月　1日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援員の人数が少なく、訪問希望の日程調整が課題です
放課後等デイサービス、児童発達支援等の職員が兼務している

ため、訪問指導員の業務負担の検討が必要です。

療育に入っている支援者が幼稚園、保育園に行きご利用時様子

を伝えることで、本人の情報共有がしやすくなりました。本人

を取り巻く環境把握がしやすくなることで統一した支援に繋げ

やすくなっています

訪問先に行って戻った際には、報告書を事業所内で回覧し情報

共有を行うとともに、ご家族にも丁寧に状況をお伝えし次の支

援支援計画に繋げています

事業所における自己評価総括表公表


